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序「アジア ・太平洋諸民族の一員 としての 日本人」と題する国際シ ンポジウムは1990(平 成2)
年9月25-29日 の5日 間にわたって京都 ・新都 ホテルで開催 された。 これは国際 日本文化研究
セ ンターの主催 による もので、 日本、カナダ、中国、アメリカ合衆 国か ら自然人類学、人類遺
伝学、家畜遺伝学、および先史考古学な どの専門家が出席 した。
このシンポ ジウムは、 日文研がすでに行 った国際研究集会 とは2つ の点で異なる ものであ っ
た。第1は 、英語 を公用語に したことである。 日文研 は1987年 に創設 されて以来、「世界の中
の 日本」 とい う共通課題の もとに3回 の国際研究集会 を開催 した。これ らの集会 に参加 した研
究者は大部分が人文 ・社会科学 を専 門とし、 きわめて高度 な日本語能力 をもっていたために 日
本語が公用語 として使 われた。 しか し自然科学者の世界 は別であ る。彼 らは世界共通の術語、
方法論 ならびにデータを用いることか ら、 日本語 よりは英語 の方が有効である。また 日文研 は
国際性 を重視 していることか ら、英語を公用語 とする会議の運営に慣れる必要 もある。
第2は 、今回のシンポジウムが現在進行 中の共同研究 「日本文化の基本構造 とその自然的背
景」の一環 として企画 された ことである。 日文研のルールでは、各教授 は学際的共同研究 と、
それに関連す る国際研究集会 をオーガナイズすることになってい る。しか し「世界の中の 日本」
は特定の共同研究 とは関係 な く、 日本文化 の一般的問題を広 く討議する ものであった。 それは
当時、いずれの共 同研究 も発足直後であ ったか らである。 したが って今 回のシンポジウムは、
日文研のルールに従 って開催 された最初 のケースということになる。
シンポジウムの 目的 は、日本 人集団の起源 および他集団 との類縁性 を、アジア・太平洋 圏を
含 む広い視野か ら討議することである。参加者はそれぞれ専 門分野 を異 にす るものの、 この地
域の集団および文化に関 して十分の研究実績 をもっている。 したがって討論 は個 々の事実に関
す ることではなく、 日本人集団 と日本文化 の形成 に関与す る基本的要素の分析に集中された。
会議 は次の4部 か ら構成 された。(1)骨 形態学、(2)歯 人類学、(3)人 類遺伝学および動物遺
伝学、(4)先 史考古学。座長 は6名 の参加者が交代で務 め、また 日文研の助教授諸氏に は副座
長 として会議の進行 を補助 して頂いた。
最終 日の9,月29日(土)に は都ホテルで公開講演会が開催 された。約500名 の来会者 は、梅
原猛所長の挨拶 に続 く3題 の講演 を熱心 に聴講 した。講演者 と題名 は次の とお りである。
C.G.タ ーナー(ア リゾナ州立大学):歯 か らみた日本人の起源(同 時通訳つ き)。
小山修三(国 立民族学博物館):縄 文 か ら弥生へ一民族考古学の立場か ら。
埴原和郎(日 文研):日 本人の形成。
以下、シ ンポジウムにおける各参加者 の報告を簡単に要約す る。
9月25日(火)午 後
呉新智:港 川人(沖 縄出土 ・後期旧石器時代)の 起源は中国北部ではな く中国南部であ り、
また縄文人は港川人および柳江人(中 国南部出土)に 似 ているが ワジャク人(ボ ルネオ出土)
には似ていない。 したが って縄文人の祖先 は中国南部の古代 アジア人の系統 と考 えられ る。
M.Pietrusewsky:ア ジア、 オース トラ リア、太平洋の諸集団の頭骨 を比較す ると、縄文人
とアイヌは現代 日本人および他 の東アジア人 とは似ていない。多数の集団の比較 によれ ば、縄
文人 もポ リネシア人 も、 もともとは東南 アジアに起源 をもつ と考 えられる。
山口敏:縄 文人の起源は東アジアの南部 だが、現代 日本人の大部分は、弥生時代以後渡来 し
たアジア大陸起源 の集団の子孫であろう。
V11
9月26日(水)午 前
N.S.Ossenberg:太 平洋、東 アジア、ソ連圏に分布する多民族の頭骨にお ける非計測的遺伝
形質の出現頻度 を比較 した結果 、アイヌは縄文人 を祖先 とすること、現代 日本人の南西 日本か
ら北東 日本にか けての勾配はアジア大陸起源の渡来集団の影響であることが明か となった。 ま
たアイヌー関東 日本人 一近畿 日本人のグルー プにみられる勾配 は、ア リュー トーア タパ スカ
ン ・インディアンーエスキモーの勾配 とよく似 ている。
石田肇 ・百々幸雄:頭 骨の非計測的遺伝形質からみ ると、現代 日本人はアジア内陸部のモン
ゴロイ ドに似ている。一方、シベ リアのモ ンゴロイ ドの中にはアイヌおよび縄 文人 との類似性
を示 す集団は見あたらない。
内藤芳篤:九 州 の弥生人は2系 統 に分類 される。西北九州のグループは縄文人の系統であ り、
北九州のグループはアジア大陸から渡来 した集 団の遺伝的影響 を受 けてい る。
9月26日(水)午 後
C.G.TurnerII:太 平洋、アジア、 ソ連 圏各集団の歯 の形質を比較 した。縄文人 ・アイヌの
グループと弥生以後の 日本人 とは歯 の形 質を著 しく異 にするが、これは 日本列島における集団
の二重起源を示す。また縄文人 ・アイヌは17,000年 以上前の東南アジア人に起源 を求めること
がで きるが、弥生時代以後の 日本人は南 中国(華 南)起 源 と思われ る。
溝口優 司:歯 の大 きさは食物への適応 によって変化する。縄文人の歯 は採集 ・狩猟文化 に、
また現代 日本人の歯は農耕文化 に適応 した ものであろう。
埴原恒彦:太 平洋、オセアニア、アジアお よび日本の頭骨 と歯の形質 を比較す ると、縄 文人、
アイヌ、奄美 ・沖縄 の集団は弥生人お よび現代 の本土 日本人よ り東南アジア集団 との類縁性が
強い。また特異 な特徴 をもつ オース トラリア ・アボ リジニの歯 は、Turnerの 分類法 に従 えば
'proto-sundadont'(原 スンダ型歯列)と 呼んでよいのではないか。
9月27日(木)
尾本恵市:日 本、東アジア、フィリピン、オース トラリア各集団の遺伝子頻度の勾配か らみ
ると、アイヌの起源ば モンゴロイ ドであること、現代 日本人には大陸集団の強い影響 があるこ
と、アイヌと沖縄(琉 球)集 団の問には強い類似性があることが分かる。
宝来聡:約6,000年 前の縄文人骨 に残 る ミ トコン ドリアDNAの 増幅に成功 した。種々の現
代人集団のmtDNAと 比較 した結果、 この遺伝子の塩基配列 は現代 日本人 とは一致せず、一部
の東南 アジア人遺伝子 と一致することが判明 した。この結果は縄文人の起源について一つの証
拠 を提供するものであろう。
田名部雄一:日 本犬の遺伝子 および形態を分析すると、北海道、東北地方の犬は縄 文時代 の
犬 を祖先 とし、その系統 は東南 アジアの犬につ ながる。一方、西 日本の 日本犬 は朝鮮 半島 に由
来するもので、おそ らく弥生時代以後 に日本に もた らされた と考え られる。
9月28日(金)午 前
安志敏:日 本の旧石器文化は複数の異なるルー トで入って きた。縄文文化は中国東南部の沿
岸文化 と関係 をもち、弥生文化 は華 中、つま り楊子江南岸地域の文化 に類似す る。
小山修三:生 態学的アプローチに よって先史時代 の 日本の人口を推定す ると、弥生時代 に爆
発的人口増加が認め られる。 これは水 田耕作技術の導入に伴 うもの と考え られる。
佐原真:社 会 階層 を伴 う古代社会の成立を'ancientization'(古 代化)と いう言葉で表わす と、
この現象はすでに縄 文時代 にはじまっていたと考 えられる。農耕民 の特色 としての争乱は弥生
時代 に認められ るが、現代 日本人には今なお縄文文化 の要素が残 っている。
V111
9月28日 午後
Y.H.Sinoto(篠 遠喜彦):考 古学、言 語学 、人類学の成果 にたって ポリネシア人お よび ミ
クロネシア人の移動経路 を推測 した。 またニュー・ヘブ リデスで発見 された土器片が縄 文土器
に類似す ることを示 し、参加者の注 目を集めた。
[筆者注:縄 文文化 の太平洋地域への影響 につ いては、今後詳 しい研究を進める必要がある。]
H.Kurashina(倉 品博易):グ アム島 ・タモ ン湾の ゴンガ=ガ ン ・ビーチ遺跡 は現在発掘調
査 中であるが、 きわめて規模の大 きい遺 跡で、17世 紀以前のLatte文 化期 に属す る。この調査
によって グアム島におけるチ ャモ ロ族(ミ クロネシア人)の 文化、社会 、集団の解明が期待 さ
れる。
B.E.Anderson:上 記の遺跡か ら150個 体 に近い人骨 が発見 された。 この集 団の一つの特色
は、種 々の疾病および先天異常の所見が多い ことである。
[筆者注:太 平洋民族 は日本人 と同様に古代の東 アジア集団の系統に属 すると考えられる。 し
たが って 日本人の集団形成史 を研究するにあた り、太平洋民族 を無視するわけにはいかない。]
埴原和郎:日 本人の起源 に関す る多 くの学説 、旧石器時代か ら現代にいたる種々の 自然人類
学 的データを総合的に分析 した結果、日本人集団の 「二重構造モデル」 に到達 した。これは南
アジア系 と北 アジア系 の2集 団を要素 として 日本人が成立 した とい うモデルで、研究方法 と考
え方の細部は異なるものの、 ターナーの 「日本人二重起源論」 と一致する点が多い。
"NICHIBUNKENNEWSLETTER
,No.8"(1991年1月)の 記事の中で、 アリゾナ州立大学 の
C.G.タ ーナー教授 は次のように総括 して いる。
この画期的な国際シンポジウムにおいては、多 くの通時的な生物学的ならびに文化 的証拠
に基づ いて次 の結論が得 られたことを特記 すべ きであろう。(1)縄 文人は12,000年 以上前 の
南方一 おそ らく東南 アジアー の集団に起源 を もつ。(2)弥 生時代以後の渡来者 はアジア大陸
に起源 をもち、 日本列島の在来集団と種 々の割合で混血 した。
ターナー教授が指摘す るように、このシ ンポジウムでは互いに方法論 を異にする研究が重要
な点で一致 し、 日本人の集団形成史に一つの明確 な展望が開かれた。その意味では、 このシン
ポジウムは予期以上の成功をお さめたといえる。同時に、討論を通 じて不一致点が浮 き彫 りに
されたこ ともまた、大 きな収穫 というべ きだろう。 なぜ なら、それ らの点は今後の研究に一つ
の道 を示 しているからである。
最後に、貴重な研究成果の報告 と実 りある討論 を行われた参加者に深 く感謝 したい。 また梅
原猛所長 、公開講演の座長 をお願 いした伊東俊太郎教授、各セ ッシ ョンの副座長 を務めて頂い
た 日文研 の助教授諸氏、組織委員会委員の諸氏、な らびにシンポジウムの準備 と運営に多大の
努力 を惜 しまれなかった 日文研の職員諸氏に厚 くお礼 を申し上げる。
この報告書が 日本人のみな らず、広 くアジア ・太平洋民族研究のマイルス トーンとなること
を期待 して序に代 える。
1991年7.月
組織委員長 ・編集委員長
埴 原 和 郎
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